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目的　 個性と は他の人とは異な ったその人特有の性質で ある。　こ の個性のうえに、被服

の個性が重ねら れて生 ずる新しい個 性が よりよい自己表現 の手段として、 被服は重要な役

割を 果たしている。近年、 被服はデ ザイ ン、 色、 柄共に多 様化され、フ ァッション性も高

い。 個性に合致した被 服の一般的な 傾向を 見出すと共に、ど のような自 己表 現が可能であ

るかアリスミラ ー（ 自動 試着判定装 置）を用 いて 、着装イメ ージに及ぼす個性 と被服デザ

イ ンと の関係を明らかにす る。

方法　21 歳 の女子学生66 名を対象とし、身 体的 特徴とイメ ージ特徴に関す る42 用 語対を

用いて ７段階評定を行い、因子 分析による因子負 荷量と因子得点を 求め クラ スター分析を

行い、代表 モデルを選出した。1991 年春夏 の各種 ファッシ ョン雑誌 より37 種類選定し、 カ

ラ ースライドを 作成した。モ デルはアリス ミラーの前に立ち スラ イド を順次写し 出す。 そ

の画面を見て ９用 語対で判定し た。 その結果について、 因子負荷量と因 子得点 を求め た。

この着装イメ ージに及ぼす個性と 被服デザイ ンの関係を 数量化Ⅲ類に よって明らかにし た。

結果　 個性を類 型化した結果、一 般型、 優雅型、活動 型、 可憐型、 クール型、健康型に

分類することがで きた。被服を着装 した場 合のイメ ージは評価性、女性 らしさ、大人 っぽ

さ、 現代性の ４因子 で構築されてい る。 被服の種類はフェ ミニン、カ ジュ アル、 スポ ーテ

ィ、　モダ ンに分類 された。　こ れら の個性と被服が着装イ メージに及ぼす 影響について調 べ

たところ、評価性と 現代 性のイメ ージに は個性と被服デ ザイ ンが影響し、女性 らしさ、大

人 っぽ さのイメ ージに は被服のイメ ージが関与す ることが明 らかとなった。
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デ ザ イ ン に お け る 表 現 形 式 上 の 手 法 に つ い て
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染 織 史 を 雄 弁 に 物 語 る も の で あ り 、 そ の 時 代 時 代 の 染 織 技 術 の 粋

い る 。 そ こ に は 当 然 な が ら 、 日 本 的 美 意 識 が 介 在 し て お り 、 発 想 形

る 。 本 研 究 で は 、 日 本 的 造 形 意 匠 の 中 か ら 能 装 束 を 取 り 上 げ 、 ピ ジ
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上 の 手 法 の 特 質 を 探 る こ と を 目 的 と し て い る 。

る 江 戸 時 代 中 期 以 降 、 江 戸 時 代 後 期 ま で を 中 心 に 、 形 状 を ほ

と し 、 そ れ ら の 能 装 東 の デ ザ イ ン に つ い て 、 表 現 形 式 上 の 要

ン グ の ３ つ の 観 点 か ら 抽 出 、 分 類 し 、 分 析 表 を 用 い て 分 析 を

ザ イ ン に お い て も, 「 多 様 の 統 一 」 と い う 美 的 形 式 原 理 が 適

と 変it の 要 素 に 判 別 し て 要 素 を 抽 出 す る こ と に よ っ て 、 よ り

質 を 導 く こ と が で き る と 考 え た 。

イ ン 展 開 は 、 現 代 に 比 較 す る と 材 質 や 染 織 、 色 な ど に 様 々 な

か ら 「 変 形 ス タ イ ラ イ ゼ ー シ ヨ ン 」「 散 点 的 に 見 せ る 二 方 連

」「 か た ち と 色 と の 対 比 」 な ど の 、 多 彩 な 表 現 形 式 上 の 特 質

そ し て そ れ ら の 発 想 形 式 に は 、「 名 付 け 」 に 見 ら れ る よ う な

胆 さ と 品 位 と の 調 和 を 図 る 創 造 性 、 明 晰 性 よ り も 混 淆 へ の 傾

そ れ ら の 特 質 的 手 法 を 用 い た デ ザ イ ン 展 開 の 試 み に よ り 、 現

証 さ れ た 。


